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日本森林学会による

全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地

　

筑
波
山
の
北
麓
、
茨
城
県
桜
川
市
真
壁
町
の

鬼お
に
が
さ
く

ヶ
作
国
有
林
内
に
は
、
２
０
１
４
年
度
第
３

号
の
林
業
遺
産
「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地
」

（
現
：
鬼
ヶ
作
国
有
林
２
０
８
林
班
ぬ
２
小
班
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、
１
９
３
４
年
（
昭
和

９
年
）
の
第
１
回
の
愛
林
日
に
、
当
時
の
農
林

政
務
次
官
、
農
林
次
官
、
山
林
局
長
、
大
日
本

山
林
会
会
長
ら
の
参
加
の
下
、
初
の
全
国
規
模

の
植
樹
行
事
が
行
わ
れ
た
場
所
で
し
た
。

林
業
遺
産
と
し
て
の

歴
史
的
意
義

　

戦
前
・
昭
和
初
期
の
日
本
で
は
、世
界
恐
慌

下
の
農
山
村
の
地
域
活
性
化
と
、森
林
資
源
の

充
実
を
図
る
た
め
に
、愛
林
日（
４
月
２
〜
４

日
）を
記
念
し
た
植
樹
行
事
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。戦
争
の
影
響
に
よ
る
中
断
が
あ
っ
た
も
の

の
、戦
後
の
１
９
５
０
年
以
降
は
、森
林
と
親
し

み
、そ
の
多
面
的
機
能
の
大
切
さ
を
再
確
認
す

る「
全
国
植
樹
祭
」と
し
て
、今
日
ま
で
継
続
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
の
嚆
矢
が
、１
９
３
４

年
の
こ
の
地
で
の
植
樹
行
事
だ
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
全
国
的
な
緑
化
行
事
は
、
森
林
・

樹
木
を
守
り
育
て
、
豊
か
な
社
会
を
創
造
す

る
と
い
う
普
遍
的
な
意
義
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の

時
々
の
社
会
背
景
を
反
映
す
る
形
で
、
世
界

各
国
で
も
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
こ
の
発
祥
の
地
を
、
林
業
遺
産
と
し
て
記

録
・
記
憶
し
て
い
く
こ
と
は
、
学
術
的
・
社
会

的
な
意
義
も
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
ぜ
、

筑
波
山
麓
の
こ
の
地
が
初
の
記
念
植
樹
地
と
し

て
選
ば
れ
た
の
か
、
そ
の
後
、
植
樹
行
事
が
地

域
社
会
に
ど
う
受
け
止
め
ら
れ
て
き
た
の
か
等
、
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様
々
な
興
味
が
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
。

発
祥
の
地
の
再
発
見

　

し
か
し
、
戦
争
の
混
乱
を
経
て
、
林
野
行
政

の
再
編
が
進
む
中
で
、
こ
の
発
祥
の
地
の
存
在

は
、
次
第
に
人
々
の
記
憶
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

き
ま
す
。
こ
の
場
所
が
再
び
発
見
さ
れ
、
脚
光

を
浴
び
た
の
は
１
９
８
５
年
の
こ
と
で
す
。
こ

の
再
発
見
は
、
第
１
回
の
植
樹
行
事
に
参
加

し
、
戦
後
、
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
（
現
：
国

土
緑
化
推
進
機
構
）
の
理
事
長
と
し
て
、
全
国

植
樹
祭
を
支
え
て
き
た
徳
川
宗
敬
氏
の
依
頼
を

受
け
た
、
小
泉
章
三
氏
（
元
東
京
営
林
局
沼
津

営
林
署
長
）
を
中
心
と
し
た
調
査
に
よ
っ
て
も

た
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
再
発
見
を
め
ぐ
る
ド

ラ
マ
は
、『
森
林
科
学
』
77
号
（
２
０
１
６
年

６
月
）
に
て
、
小
泉
氏
（
林
業
遺
産
紀
行
第
５

回
：
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の
地
の
発
見
）
が
詳

し
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。
数
々
の
幸
運
と
関
係

者
の
粘
り
強
い
尽
力
を
経
て
、
翌
１
９
８
６
年

に
は
、「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
之
地
」
の
記
念

碑
が
、
52
年
の
歳
月
を
経
て
成
林
し
た
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
の
根
元
に
そ
び
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。林

業
遺
産
と
し
て
の

保
全
と
活
用

　

発
祥
の
地
は
、
車
で
も
通
れ
る
町
道
を
筑
波

山
に
向
け
て
上
っ
た
途
中
か
ら
、
ゲ
ー
ト
付
の

国
有
林
道
に
入
り
、
さ
ら
に
山
を
下
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
決
し
て
ア
ク
セ
ス
の
良
い
場

所
で
は
な
く
、
途
中
は
樹
々
の
生
い
茂
る
山

道
の
た
め
、
こ
の
地
を
人
々
が
訪
れ
、
緑
化

の
歴
史
を
体
感
す
る
に
は
、
継
続
的
な
山
道

の
整
備
が
不
可
欠
に
な
り
ま
す
。
こ
の
保
全
と

活
用
に
向
け
て
、
林
業
遺
産
の
認
定
に
先
ん

じ
た
２
０
１
３
年
か
ら
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
地
球
の

緑
を
育
て
る
会
」（
つ
く
ば
み
ら
い
市
）を
は
じ

め
、
筑
波
山
神
社
や
東
京
農
業
大
学
と
い
っ
た

地
域
・
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る「
全
国
植

樹
運
動
の
発
祥
地
を
拓
く
道
普
請
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
呼
ば
れ
る
山
道
の
維
持
活
動
が
、
定
期

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
日
本
山
林
会
、
国

土
緑
化
推
進
機
構
、
毎
日
新
聞
社
等
も
関
わ
る

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
発
祥
の
地
の
保
全
・
ア

ク
セ
ス
が
担
保
さ
れ
、
ま
た
子
供
た
ち
や
市

民
が
緑
化
の
歩
み
と
功
績
を
体
感
す
る
機
会

が
得
ら
れ
て
い
ま
す
。「
地
球
の
緑
を
育
て
る

会
」
会
長
の
石
村
章
子
氏
は
、
殆
ど
の
参
加
者

が
、
こ
の
活
動
を
通
じ
て
発
祥
の
地
の
存
在
を

道普請プロジェクトの山道整備
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知
り
、
長
い
歴
史
の
中
で
積
み
重
ね
ら
れ
て
き

た
森
林
・
樹
木
と
社
会
と
の
結
び
つ
き
に
、改
め

て
心
を
動
か
さ
れ
る
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
現
状
で
は
活
用
に
向
け
て
の
課
題

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
発
祥
の
地
の
存
在
と
意
義

を
、
よ
り
広
く
社
会
に
普
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、

定
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
て
、
常
時
、
人
々

が
訪
れ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、様
々
な
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
て
の
広
報
や
、
地
域
ベ
ー
ス
で
の
保

全
・
活
用
へ
の
関
心
の
向
上
を
促
す
こ
と
に
加

え
て
、
日
常
的
な
山
道
の
維
持
整
備
や
標
識
の

設
置
等
を
通
じ
て
、
ア
ク
セ
ス
の
安
全
性
を
担

保
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
日
本
各
地
で
、
資
金
・
労
力
・
制
度

等
の
不
足
に
よ
る
登
山
道
管
理
の
難
し
さ
が
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
解
決
の
道
を
探
る

こ
と
が
、
林
業
遺
産
「
全
国
緑
化
行
事
発
祥
の

地
」
の
更
な
る
活
用
に
結
び
つ
く
と
言
え
る
で

し
ょ
う
。
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発祥の地に植えられた樹々
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